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実験に用いる音源を図 1，図 2 に示すような系で収録した． 
 
  





 スピーカーから発する音の音量は，無響室において距離が 50cm のときに頭部中心位置での音
圧が 75dB となるようにし，そこで設定された系のゲインを他の条件でも固定した．図 1，2 に
おけるマイクの高さは 160cm になるようにし，スピーカーから出す音とそれによって生じる響
き以外は収録されないよう配慮した．これらの録音の条件をまとめたものを表 1 に示す． 
表 1 実験条件の一覧 





スピーカー ピンクノイズ バイノーラル方式 無響室 0 °(正面) 50 cm 
  ステレオ方式 会議室 左に 45 ° 100 cm 










図 4 回答用紙と回答例 
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